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被
災
地
の
復
興
政
策 

 
 
 
 
 

―
観
光
の
観
点
か
ら
― 

本
誌
編
集
委
員 

 

京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
一
年
間
、
被
災
地
で
の
現
地
調
査
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
被
災
地
の
復
興
を
支
援
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
私
は
そ
の
一
環
と
し
て
、

宮
城
県
気
仙
沼
市
に
お
い
て
、
観
光
の
観
点
か
ら
復
興

政
策
を
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
、
調
査
活
動
に
よ
っ
て

理
解
し
た
気
仙
沼
市
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
被
災

地
の
復
興
に
つ
な
が
る
観
光
政
策
に
つ
い
て
概
略
を
述

べ
た
い
。 

 ■

気
仙
沼
市
の
概
要 

 

気
仙
沼
市
は
宮
城
県
の
北
東
端
に
位
置
す
る
全
国
有

数
の
漁
港
町
で
あ
り
、
二
○
一
〇
年
の
水
揚
げ
量
・
水

揚
げ
金
額
は
と
も
に
全
国
一
〇
位
以
内
に
入
っ
て
い
る
。

特
に
さ
ん
ま
や
か
つ
お
、ふ
か
ひ
れ
等
が
有
名
で
あ
る
。 

気
仙
沼
市
の
地
域
経
済
は
水
産
業
を
中
心
に
成
り
立

っ
て
い
る
。
同
市
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
○
○
五
年
度

の
地
域
総
生
産
約
四
三
○
○
億
円
の
う
ち
、
水
産
関
連

の
産
業
が
四
分
の
一
程
度
を
占
め
て
い
る
。
同
市
に
お

い
て
水
産
業
が
い
か
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。 

 
 

 

気
仙
沼
市
で
は
、
水
産
業
が
栄
え
、
そ
の
儲
け
が
消

費
さ
れ
第
三
次
産
業
に
波
及
す
る
こ
と
で
経
済
が
回
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。 

 ■

気
仙
沼
市
に
お
け
る
観
光
政
策
の
意
義 

  

こ
こ
で
、
気
仙
沼
市
に
お
け
る
観
光
政
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。 

ま
ず
、
気
仙
沼
市
に
お
い
て
観
光
政
策
が
求
め
ら
れ

る
理
由
と
し
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
被
災
を

補
う
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
震
災
に
よ
り
、
同
市
の

水
産
業
は
著
し
い
被
害
を
受
け
た
。
例
え
ば
、
朝
日
新

聞
の
報
道
に
よ
る
と
、
気
仙
沼
市
魚
市
場
の
サ
メ
の
水

揚
げ
は
昨
年
九
月
に
再
開
し
た
が
、
冷
蔵
設
備
な
ど
の

受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
水
揚
げ
量
は
二
○

一
〇
年
度
の
一
一
五
七
六
ト
ン
か
ら
一
○
○
九
ト
ン

（
二
○
一
二
年
一
月
一
九
日
時
点
）
に
激
減
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
。
他
に
さ
ん
ま
や
か
つ
お
等
で
も
水
産
業

の
設
備
（
市
場
や
冷
凍
・
輸
送
・
加
工
施
設
）
が
津
波

で
被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
、
水
揚
げ
高
が
震
災
前
よ
り

低
迷
し
て
い
る
。
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
事
業
概
要
書

に
よ
る
と
、
水
産
業
の
設
備
の
復
旧
・
復
興
に
は
数
年

単
位
の
時
間
が
か
か
る
見
通
し
で
あ
り
、
そ
の
間
に
地

域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
を
補
完
す
る
新
た
な
産

業
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

そ
し
て
、
地
域
全
体
に
影
響
の
あ
っ
た
水
産
業
の
重

要
性
を
補
完
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
地
域
全
体
へ
の

波
及
効
果
が
大
き
い
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
そ
の
点
、
観
光
産
業
は
、
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
運

輸
、
宿
泊
、
飲
食
店
、
旅
行
代
理
店
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設

な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
様
々
な
産
業
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
、
幅
広
く
地
域
経
済
に
波
及
効
果
を
与
え

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

 

ま
た
、
観
光
産
業
を
育
成
す
べ
き
理
由
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
産
業
の
将
来
性
・
成
長
性
と
い
う
観
点
か

ら
も
観
光
産
業
は
有
望
で
あ
る
。
世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
生
活
水
準
の
向
上
す
る
新
興
国
を
中
心
に
、
観
光

へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
現
に
震
災
前
ま
で
、
訪

日
外
国
人
観
光
客
数
の
約
七
割
を
占
め
る
東
ア
ジ
ア

（
中
国
・
韓
国
・
台
湾
）
の
国
・
地
域
を
中
心
に
増
加

傾
向
で
あ
っ
た
。
国
際
観
光
振
興
機
構
の
統
計
に
よ
る

と
、
訪
日
外
国
人
数
は
、
二
○
○
○
年
の
四
七
七
万
人

か
ら
、
二
○
一
〇
年
に
は
八
六
一
万
人
に
増
大
し
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
の
進
む
日
本
に
お
い
て
、
今
後
海
外

の
旺
盛
な
需
要
を
取
り
込
む
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
観

光
産
業
は
そ
の
主
力
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
高
齢
化
の
著
し
い
東
北
地
方
に
お
い
て
は
特
に
当
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て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 ■

気
仙
沼
市
の
観
光
政
策
の
課
題 

  

で
は
、
気
仙
沼
市
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

観
光
政
策
が
望
ま
し
い
か
。「
気
仙
沼
市
の
特
色
」
、「
観

光
の
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
い
う
二
つ
の
観
点
か

ら
、
そ
の
概
略
を
述
べ
て
い
く
。 

 

観
光
は
東
京
な
ど
で
は
一
都
市
だ
け
で
成
り
立
つ
こ

と
も
あ
る
が
、
一
都
市
・
一
地
域
だ
け
で
な
く
複
数
の

都
市
・
地
域
が
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
観
光
へ
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
だ

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ

た
「
訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向
（
平
成
二
十
三
年
度
年

次
報
告
書
）
」
に
よ
る
と
、
「
日
本
食
を
食
べ
る
（
九
十

五
・
二
％
）
」
、
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
（
七
十
三
・
八
％
）
」
、

「
自
然
・
景
勝
地
観
光
（
五
十
六
・
四
％
）
」
、「
温
泉
入

浴
（
三
九
・
一
％
）
」
、「
日
本
の
歴
史
・
文
化
（
二
十
四
・

三
％
）
」
等
の
項
目
が
外
国
人
観
光
客
の
日
本
に
お
け
る

観
光
活
動
で
上
位
を
占
め
て
い
る
。
気
仙
沼
市
で
満
た

す
こ
と
の
で
き
る
ニ
ー
ズ
は
、
大
島
や
唐
桑
な
ど
の
地

域
の
「
自
然
の
景
観
」
と
水
産
業
の
街
と
し
て
豊
か
な

魚
介
類
な
ど
を
楽
し
め
る
「
飲
食
」
の
部
分
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、「
温
泉
」
や
「
歴
史
・
文
化
」
と
い
う
点

で
は
目
立
っ
た
資
源
が
な
く
、
同
市
に
お
け
る
観
光
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

以
上
よ
り
、
気
仙
沼
市
単
独
で
は
、
観
光
客
の
多
く

が
抱
え
る
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
は
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
近
隣
の
都
市
・
地
域
と
の
連

携
が
必
要
に
な
る
。 

 ■

気
仙
沼
市
の
観
光
政
策
の
対
処
策 

  

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
気
仙
沼
市
に
は
「
飲

食
」
や
「
自
然
の
景
観
」
と
い
う
観
光
資
源
が
あ
り
、

仙
台
市
や
温
泉
の
あ
る
地
域
な
ど
宮
城
県
内
の
他
の
地

域
に
は
な
い
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。
現
に
震
災
前
は
気

仙
沼
市
の
水
産
業
を
活
か
し
た
体
験
型
観
光
の
参
加
者

が
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
方
で
、
気
仙
沼
市
単
独
で

は
、「
温
泉
」
や
「
歴
史
・
文
化
」
と
い
っ
た
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
他
地
域

と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
同
市
の
観
光
の
魅
力
増
進

に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

具
体
的
に
は
、
気
仙
沼
市
か
ら
鉄
道
や
自
動
車
で
一

時
間
程
度
の
移
動
圏
に
あ
る
岩
手
県
一
関
市
と
の
連
携

を
提
言
し
た
い
。
一
関
市
に
は
、
二
○
一
一
年
に
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
平
泉
が
あ
る
。
平
泉
は
平
安

時
代
以
来
の
歴
史
を
持
つ
史
跡
で
あ
り
、
歴
史
的
な
要

素
に
欠
け
る
気
仙
沼
市
の
観
光
資
源
を
補
完
す
る
魅
力

を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
関
市
に
と
っ
て
も
、「
飲
食
」

と
い
う
点
で
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
て
い
な
い

面
が
あ
り
、
気
仙
沼
市
と
の
連
携
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。 

 

そ
こ
で
、
気
仙
沼
市
と
一
関
市
が
連
携
し
て
、
観
光

Ｐ
Ｒ
や
ツ
ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
気
仙
沼
市
の
「
水
産
物
な
ど
の
飲
食
」
や
「
自
然

景
観
」
、
一
関
市
の
「
平
泉
の
史
跡
・
文
化
的
景
観
」
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
一
体
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
観
光
客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
気
仙

沼
市
の
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
現
地
調

査
の
中
で
は
、
震
災
対
応
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、
気
仙

沼
市
と
一
関
市
で
観
光
に
つ
い
て
協
力
関
係
を
構
築
す

べ
く
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。 

 ■

お
わ
り
に 

  

気
仙
沼
市
の
事
例
で
述
べ
た
よ
う
に
、
被
災
地
の
観

光
政
策
に
お
い
て
は
、
他
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
多
様

な
観
光
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
と

い
う
経
験
は
、
防
災
学
習
の
観
点
か
ら
の
「
被
災
地
観

光
」
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
修
学
旅
行
な
ど
に

お
い
て
、
現
地
の
傷
跡
を
見
て
、
津
波
の
体
験
な
ど
を

直
接
聞
く
こ
と
は
、
貴
重
な
防
災
学
習
の
機
会
と
な
り

得
る
。
こ
れ
は
被
災
地
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
観
光
の
形

態
で
あ
り
、「
被
災
地
観
光
」
の
推
進
は
復
興
に
資
す
る

観
光
政
策
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
（
文
責 

中
原
一
弥
） 


